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◆　教科の目標

◆　評価の観点・方法

一人一人の人格を尊重し、互いを思いやる心や認め合い支え合う態度を育てる。
・命を大切にする子ども
・根気強く最後までがんばりぬく子ども
・仲良く助け合いはげまし合う子ども
4年重点目標
・友達同士互いに理解し、信頼し助け合う

（１）道徳の時間に関しては、数値などによる評価は行いません。道徳教育における評価
は、教師が児童の成長を見守りよりよく生きようとする努力を評価し、勇気づける働きを持
つものです。授業中の児童の発言、生活の様子、日記、作文、心のノートなどで道徳性
の共感的理解に努め、その結果を授業に生かすようにしています。

（２）道徳性の評価は、広い視野に立って、多面的に長い目で多くの人々の協力を得て、
いつも動的、発展的に評価します。


